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10月生まれ（45歳）
東海大学付属望洋高校卒
東海大学政治経済学部卒
習志野市議会議員当選（3期）
千葉県議会議員当選

・県議会 健康福祉常任委員会委員
・千葉県環境審議会委員
・習志野健康福祉センター
 運営協議会委員

習志野市と千葉県の架け橋として
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登壇（令和3年7月6日）の録画中継（全30分）をインターネットからご覧いただけます

伊藤ひろし 110  164 画面左の　　録画中継　をクリック

習志野市域 東側「5万3,300人」の生活排水
（東習志野・実籾・実籾本郷・泉町・新栄・大久保・本大久保・屋敷・花咲地域）

県営下水道ーー汚水処理施設と処理水放流管
花見川第二
終末処理場 老朽化、確実な耐震化を

耐
震
診
断
・
躯
体
補
強
工
事
の
予
算
を
要
望

　
市
民
が
「
習
志
野
市
に
ず
っ
と
住
み
た
い
ま
ち
」

に
と
、
コ
ロ
ナ
禍
に
て
マ
ス
ク
で
全
力
投
球
し
て
い

る
私
、
伊
藤
ひ
ろ
し（
習
志
野
市
選
出
・
1
期
）は
、

6
月
県
議
会
（
予
算
委
員
会
）で
登
壇
し
ま
し
た
。

今
年
は
、東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
。

　
当
時
、
下
水
道
被
害
に
よ
る
不
便
な
生
活
体
験

を
し
た
代
表
者
と
し
て
習
志
野
市
民
の
生
活
排
水

（
汚
水
）を
処
理
す
る
県
営
下
水
道
施
設
は
稼
働
約

30
年
が
経
ち
、
老
朽
化
が
心
配
さ
れ
ま
す
。災
害
に

強
い
公
共
イ
ン
フ
ラ
施
設
に
向
け
て
耐
震
診
断
や

設
計
、工
事
の
予
算
確
保
を
要
望
し
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、「
教
育
立
県
ち
ば
」に
向
け
て
、地
方
創

生
の
観
点
か
ら
、
新
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
く

「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」の
推
進
、
質
の
高
い「
教
員
養
成

の
環
境
づ
く
り
」を
具
体
的
に
提
案
し
ま
し
た
。

令和3年6月定例県議会（予算委員会）で登壇

千葉市と習志野市を跨ぐ汚水処理施設（東京湾沿い）

未耐震診断の沈殿池（汚泥）

「
花
見
川
第
二
終
末
処
理
場
の

　
　
　
耐
震
化
」の
質
問
と
要
望

伊
藤
ひ
ろ
し
　
私
の
住
む
習
志
野
市
域
の

東
に
位
置
す
る
地
域
住
民「
約
5
万
3
千

3
百
人
」の
台
所
や
お
風
呂
、
ト
イ
レ
か
ら

流
さ
れ
る
生
活
排
水
や
工
場
で
素
材
加
工

す
る
過
程
で
使
用
し
た
工
場
排
水
な
ど

は
、
千
葉
県
が
敷
設
し
た
下
水
道
の
管
渠

を
利
用
し
、
自
然
流
下
し
な
が
ら
東
京
湾

沿
い
に
隣
接
す
る
千
葉
市
と
習
志
野
市
の

境
界
を
跨
い
で
建
設
さ
れ
た
敷
地
面
積
約

24
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
「
花
見
川
第
二
終
末
処
理

場
」
で
浄
化
処
理
さ
れ
、
東
京
湾
の
水
質

保
全
に
対
応
し
て
い
る
。

　
現
在
、
花
見
川
第
二
終
末
処
理
場
内
に

は
、
各
種
10
以
上
を
越
え
る
汚
水
処
理
機

能
施
設
が
配
置
さ
れ
、
稼
働
約
30
年
が
経

つ
イ
ン
フ
ラ
施
設
で
あ
り
、
機
械
施
設
な
ど

の
老
朽
化
が
心
配
さ
れ
ま
す
。ま
た
、施
設

敷
地
は
、
液
状
化
し
や
す
い
埋
め
立
て
地

域
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
危
機
管
理
の
取

組
こ
そ
喫
緊
に
強
化
す
べ
き
課
題
と
考
え

ま
す
。処
理
場
施
設
の
耐
震
化
の
取
組
状

況
は
ど
う
か
。

（
要
望
1
）
今
年
度
も
含
め
、
塩
素
混
和

池
棟
な
ど
、耐
震
性
能
が
未
確
認
の
施
設

が
3
施
設
あ
る
状
態
で
す
。計
画
目
途
令

和
5
年
度
に
向
け
て
処
理
場
施
設
の
確

実
な
、耐
震
診
断
・
設
計
・
工
事
の
予
算

確
保
を
要
望
す
る
。

伊
藤
ひ
ろ
し
　
処
理
水
放
流
に
お
け
る

危
機
管
理
の
取
組
に
つ
い
て
、
1
日
最
大

28
万
3
千
6
百
立
方
メ
ー
ト
ル
の
汚
水
処

理
能
力
を
持
つ
花
見
川
第
二
終
末
処
理

場
に
お
い
て
、
浄
化
し
た
処
理
水
を
浜
田

川
に
放
流
す
る
延
長
1
3
7
2
メ
ー
ト
ル

の「
管
理
放
流
管
」は
、
下
水
道
の
し
く
み

や
働
き
を
勘
案
す
る
と
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。管
理
放
流
管
の

耐
震
化
の
取
組
状
況
は
ど
う
か
。

（
要
望
2
）
下
水
道
事
業
の
危
機
管
理
と

し
て
、管
理
放
流
管
の
耐
震
性
能
を
確
実

に
有
す
る
よ
う
今
年
度
の
耐
震
診
断
結

果
後
の
確
実
な
予
算
措
置
を
要
望
す
る
。

大
規
模
地
震
に

   
対
す
る
耐
震
性
能
を
質
す



千葉工業大学

津田沼
中央病院

袖
西
小〶

コメダ
珈琲

マツモト
キヨシ

14

市政と県政の
架け橋 

引き続き、“習志野 ずっと住みたい まち計画” をスローガンに、
世界一の都市創造に向けた一環

「市民の命を守るまちづくり」に向けて活動していく所存です。
皆様のご指導を宜しくお願い致します。

県管理の道路・歩道「交通安全」

県立学校のバリアフリー整備「市内指定避難所」
〈身体障がい生徒さんに優しい学校生活・市内実籾高校〉

◀
一
般
道
の
路
面
改
修（
芝
園
）

◀
歩
道
の
拡
幅
・
段
差
解
消（
藤
崎
）

◀
河
川
脇
歩
道
の
路
面
改
修（
菊
田
川
）

◀
横
断
歩
道
の
塗
装（
ハ
ミ
ン
グ
ロ
ー
ド
）

◀
歩
道
の
路
面
改
修（
袖
ヶ
浦
）

◀
今
年
度
、エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
予
定

◀
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
ト
イ
レ
整
備

◀
車
椅
子
用
ス
ロ
ー
プ
設
置

◀
階
段
昇
降
機
の
配
置

伊
藤
ひ
ろ
し

県
議
会
議
員
事
務
所

伊藤ひろし
県議会議員
事務所

JR
津
田
沼
駅

↑至 京成津田沼駅

モ
リ
シ
ア

京
成
線

南
口
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伊 藤   寛

習志野市民の生活排水を浄化する「花見川第二終末処
理場」の停電対策を調査しました。現況の非常用自家発
電の燃料タンク容量は14時間分であります。千葉県内で
は、令和元年の台風15号に伴う大規模停電により、11処
理場、44ポンプ場等で停電が発生し、一部の施設では、
長時間の運転による自家発電設備の故障や資器材の手
配の遅れが生じたことにより、県民に下水道の使用自粛を
要請する地域が発生しました。汚水処理機能の継続確保
に向けて、燃料授入の対応強化と関係市町との連携訓練
の実施を要望しました。

改修前 塗装前

改修後改修後 塗装後

改修前

※市長へ要望改修後 ※市長へ要望

下水処理場の電気動力機械と放流水現 地 調 査

要望中

習志野市へのまちづくり貢献


